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地⽅・中⼩企業における
副業⼈材活⽤の実態と

今後の拡⼤に向けて必要なこと

JOINS株式会社
代表取締役 猪尾愛隆



要旨

Ø 会社紹介

• JOINS＝地⽅中⼩企業向け⼤都市のリモート＆副業⼈材マッチングサービス

• 2017年創業、創業時からフルリモート＆代表含め約40⼈全員副業・兼業（雇⽤社員
ゼロ）

• 登録企業約650社、登録⼈材約6,500⼈、成約約330件

• 2020年の1年間で登録が5倍以上増加（特にコロナ緊急事態宣⾔の5⽉以降）

Ø わかってきたこと

• 成約した業務ニーズの6割がデジタル化

• 地⽅中⼩企業のデジタル化の課題の難易度は実は低く成果でやすいこと

• 成果出すことの鍵は、⼩さく始めることと、頭と⼿⾜の両⽅動かせる⼈材がPDCAを
愚直に実⾏するで、リモート副業⼈材とは相性がいいこと

Ø 今後の拡⼤に必要なこと

• 地⽅中⼩企業に向けた副業⼈材活⽤し成果を出すノウハウの体系化と認知拡⼤

• 企業＞⼈材︓⼈材（供給側）はすでに⼗分顕在化している・リスクも少ない

• 啓蒙＞制度︓制度的な障害はほぼない

• 取り除くべき障害

① 副業を装った詐欺→⾏政・業界団体による⾃主規制ルールの運⽤

② ギグワーカーとプロ⼈材の混同・誤った理解の広まり→⾏政による市場区分の整理・メディアへの啓蒙

③ 企業の個⼈と契約する際の不安・恐れ→個⼈側の損害賠償保険加⼊の啓蒙
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中⼩企業の
副業・兼業プロ⼈材の
活⽤実態データ紹介



中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ

Ø 全国で約200社が既に活⽤開始

4

登録
6,165⼈

応募
906⼈

商談
659社

出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2021/2/23

契約
193社・201⼈
延265件

募集
343社

52% 56%* 15%22%

*現在も募集中の企業も含まれるため後述する成約率とは異なり、現時点を切り取った⽐率

中⼩企業 副業・兼業
プロ⼈材



555副業・兼業プロ⼈材とは
Ø 企業と個⼈事業主として業務委託契約を締結して仕事する⼈材

• 2018年以前の副業者の7割は年収300万円以下で雇⽤契約で働く⼈材。
• 昨年から増加しているのは、30-50代の副業プロ⼈材
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貴社

他社

雇⽤契約
（正社員などの正規雇⽤・パ
ート・アルバイトの⾮正規雇
⽤両⽅）

これまでの副業

雇⽤契約

貴社 貴社

都市部
⼤企業等

都市部
⼤企業等

業務委託契約

雇⽤契約
（多くは正社員）

業務委託契約

業務委託契約

これから副業・兼業

副業 兼業

*総務省の2017年調査結果、副業をしている⼈の7割は年収が300万円未満



副業・兼業プロ⼈材とは

Ø 2020年から急増した新しい⼈材市場
• 3つのうねりが重なって起きた不可逆な変化
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2010 2020 2030

副業者⼈⼝

技術︓web会議ツールの進化
(2010年代-）

社会︓新型コロナによる
テレワーク普及
（2020-）

政治︓副業解禁
（2018-）



副業・兼業プロ⼈材とは

Øコロナ禍・2020年6⽉以降に急増し、1年で4倍以上
• 在宅勤務増→通勤時間分約30時間程度の可処分時間増
• 不確定性増→会社依存から個で⾃律への動機増加
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当社の⼈材登録者数推移



8副業・兼業プロ⼈材とは

Ø在宅勤務に伴い裁量労働/フレックス制が増えて、平⽇
⽇中も働ける⼈材が増えたことが⼤きなインパクト
• 週末しか働けないという制約から解き放たれた
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副業・兼業プロ⼈材とは 99

Ø 副業プロ⼈材が登録ベースで7割
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出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11



1010中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ 10

Ø 中規模企業*の活⽤が中⼼
• 売上1-10億円が約半分、社員は6⼈-100⼈が約75%

*中⼩企業基本法の分類、従業員数が製造業・建設業・運輸業20-300⼈、卸売業・サービス業6-100⼈
以下、⼩売業6⼈-50⼈以下

出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11



1111中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ
Ø 地域は全国に拡⼤、業種は多様
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出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11



1212中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ 12

Ø ⼈材への報酬⾦額は⽉額平均約11万円
• 時間給平均︓約3,700円、稼働時間平均︓約32時間

出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11



中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ 13

Ø売上増・コスト減のために既存業務をデジタル技術で改
善することが約6割



1414中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ

Ø 1企業あたり約10⼈応募、約7割が成約
• ⼈材供給が需要を上回る「買い⼿市場」
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3倍以上

*

*正社員⼈材募集契約率の出典︓プロフェッショナル⼈材戦略拠点が公開データに基づいて産出（2015年10⽉-2020年3⽉、相談件数
43,867、成約件数8,616、https://www.pro-jinzai.go.jp/recruit/index.html）

出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11

https://www.pro-jinzai.go.jp/recruit/index.html


1515中⼩企業の副業・兼業プロ⼈材活⽤実態データ

Ø 約8割が3ヶ⽉以上継続、平均契約⽉数は約9ヶ⽉
• 毎⽉解約可能なのに継続している＝成果が出できている証
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1ヶ⽉以上継続率
97%

3ヶ⽉以上継続率
78%

平均契約⽉数
9ヶ⽉

1ヶ⽉以内解約数︓2件
1ヶ⽉以上案件数︓77件

3ヶ⽉以内解約数︓11件
3ヶ⽉以上案件数︓40件

出典︓JOINSでの成約実績データを元に作成、期間︓2019/7-2020/11
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中⼩企業にとっての
この⼈材市場の変化の意味



1717中⼩企業にとっての意味

Ø優秀な⼈材をどこからでも採⽤できるようになったこと
• ⼈材の時間のバラ売り開始で報酬単価の⾼い⼈材も安く採⽤
• 過疎地の企業でも、リモートで⾸都圏の⼈材を採⽤
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年収単価
800万円
→30時間/⽉
・10万円

⼈
材
の
報
酬
単
価

⼈材の居住地との距離

⽇本全国地元
（通える距離）

年収単価
400*万円
→160時間/⽉
・30万円）

これまで
選択肢

新たに増えた
選択肢

リモートワーク

Web会議技術進化
（リモートワーク ）

時間契約
（副業解禁）

⾼い

遠い



相性がいい業務分野 18

Ø改善業務と定常業務に分けた場合には「改善業務」
• 定常業務︓

ü ⽇々の売上・費⽤を担う＝緊急度⾼い
• 改善業務︓

ü 定常業務の新販路開拓・新商品開発・⽣産性向上担う
ü 今⽇明⽇の売上・費⽤影響しない＝緊急度低い



19既存の選択肢との違い

Ø 社員より採⽤しやすく、外注より安く・⼿⾜も動かす。
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新しい⼈材市場

Ø 技術・制度の変化によって新しい⼈材市場が⽣まれつつある
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雇⽤契約
（労働者）

業務委託契約
（個⼈事業主）

継続・メンバー

単発・外注

派遣社員
パート・
バイト

正社員

フリーランス
（ギグワーカー・
クラウドソーシング）

専⾨社員︖
副業・兼業
プロ⼈材

シフトの背景

• デジタル技術進化
• 社会制度の変化（副業
解禁）

• 信頼関係構築技術の進
化（⼼理的安全性の確
保のノウハウ）
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中⼩企業の改善業務で
副業兼業プロ⼈材が
成果を出しやすい理由



業務の種類 必要な⼈材特性
中⼩企業での必要業務量
これまで これから

⾮定型業務
（営業等）

• 前例がないこと（ゼロイチ）が得意
• 属⼈的に顧客と信頼関係作り突破するこ
とが得意（対⼈コミュニケーションが好
き・⼈が好き）

定型化業務
（仕組化）

• ⾮定型業務からパターンを⾒つけ属⼈的
なことを誰でも再現できるような仕組み
を作ることが得意

• 仕組み化＝マニュアル化やシステム化

定型業務
（事務等）

• マニュアル化された業務を繰り返し、
淡々と実⾏がすることが得意

• 定型化された後に少しずつ改善し時間短
縮していくことが得意

22中⼩企業の改善業務で副業兼業プロ⼈材が成果を出しやすい理由

①定型化（仕組化）業務が得意な⼈を⽉30時間だけ専任で雇えるから
• 業務は以下の３つに分類でき、それぞれ得意な⼈が異なる。
• ⼤企業には定型化が得意な⼈が多く専任部署もある（本部、経営企画部など）。
• 中⼩企業にはこれまで必要性少なかったため得意な⼈材が少ない。
• 今はその必要性が出てきて、経営者や⾮定型や定型業務⼈材が兼任で対応が現状。
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ここの⼈は、
定型化（仕組
み化）は苦⼿
なケース多い

経営者などは
ここのタイプ
が多い

仕組化の質が
低いと定型業
務の⽣産性も
低い



中⼩企業の改善業務で副業兼業プロ⼈材が成果を出しやすい理由 23

②経験値ある⼈を採⽤しやすいから
• ⼤企業/IT企業では実践済の業務が中⼩企業では主戦場。
• 経験値あれば成果出す難易度も低い。

⾰新領域
innovation

改善領域
improvement

難
易
度
の
⾼
さ

中⼩企業⼤企業/IT企業

AI、IoT、ブロックチェーン、デジ
タルツイン、VR・AR、スマートス
ピーカー、３Dプリンター、バッテ
リー技術*

*イラスト＆図解でわかるDX（デジタル・トランスフォーメーション）（兼安暁、彩流社、2019）

ネット通販、SNS集客、製造⼯程・
勤怠管理・経理業務など紙・⼿作業
業務のデジタル効率化、スマホ、チ
ャットツール、Web会議ツール、

実践済

実践済

伸びしろ
（主戦場）

副業解禁とWeb会議
でこの壁が消失

個⼈
伸びしろ
（主戦場）



24中⼩企業の改善業務で副業兼業プロ⼈材が成果を出しやすい理由

③コスト安く、⼿⾜も動かしてもらえるのでPDCAが実⾏できるから
• デジタル化業務にはPDCAの愚直な繰り返しが不可⽋
• そのためには頭と⼿⾜両⽅動かす⼈材が必要
• 外部企業だとコスト⾼くて、その業務の依頼できなかった

頭動かす

⼿⾜動かす

外部企業
Web制作会社
システム開発
会社等

外部企業
コンサル会社等 副業

⼈材

⾼い
×

×⾼い

頭と⼿⾜両⽅
動かす⼈材

コンサルは宿題
置いて帰る
それをやる⼈が
いない

Web制作会社
に頼んでキレイ
なECサイトは
できた。でも、
その後の稼ぐ⽅
法までは教えて
くれない。
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今後の拡⼤に必要なこと



促進のために必要なこと

Ø 地⽅中⼩企業向けの副業⼈材を活⽤し成果を出すため
のノウハウの体系化・認知の拡⼤
• 現状の課題
1. 副業⼈材活⽤の成果の事実情報の点在・表現のばらつき

2. 成果を再現するノウハウの点在・表現のばらつき

3. 1.2により、成果事例を⾒ても⾃社で再現できるイメージが湧く経営
者が少ないこと。（セミナーでも多くは関⼼あるがすぐでない）

• 解決案
副業マッチング会社の各社を超えて成果情報やノウハウを集約・体
系化・標準化を⾏い、その情報を中⼩企業経営者への認知・啓蒙を
図ること

まずはわかりやすい業務分類・成果情報の枠組み作り・集約し・毎
年発表するところから。

参考イメージとしては、現在の⽇本のスタートアップ業界では、リ
ーンスタートアップ（MVP、PMFなど）の基本的な事業の進め⽅の
ノウハウの枠組みが業界全体で共有化された中で各社が活動してい
る。
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障害を減らすのに必要なこと
① ギグワーカーとプロ⼈材の市場の区別と⾒える化
• 障害となりうるリスクは労働者性が⾼い副業（ギグワーカーと表現さ
れることも多い、UberEats配達員など）とプロ⼈材の副業は防ぐべ
き事故や活⽤ノウハウが異なるので同じ認識が広まると活⽤スピード
が鈍る可能性がある。

• 法的な整理、管轄官庁、業界団体の整備、メディアへの啓蒙
② 業界団体による⾃主規制ルールの運⽤を始めること
• 障害となりうるリスクは副業⼈材のマッチングにまつわる詐欺や事件
• こうしたリスクを未然に防ぐための最低限の体制を整った仲介会社と
そうでない会社の⾒える化

③ 副業⼈材の損害賠償保険の加⼊の啓蒙
• 障害となるうるリスクは企業側の副業⼈材活⽤の不安点の１つは個
⼈による情報漏洩などのリスクが顕在化する事件が起きて、個⼈と
の仕事は危ないという認識が広がること

• 現在、損保ジャパン・フリーランス協会などが提供している副業⼈
材向けの損害賠償保険（1万円/年で１億円まで補償）など保険加⼊
が当たり前の機運を醸成し、企業に安⼼な環境を提供すること

27
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参考資料



29

活⽤事例



その他製造業/EC強化 30



素材製造・加⼯/WEB集客改善 31



商社・卸売/売掛⾦管理IT化 32



⾷品製造業/管理業務デジタル化 33



その他サービス業/経理業務IT化 34



35

徐々にわかってきた
成果を出すための

ノウハウ



成果を出している中⼩企業の共通パターン

1. 既に社内にあるやりたいことの中で
• 例︓ネット通販売上あげたい、請求業務の無駄を減らしたい
• 「切り出す業務の整理」「戦略作成」などに時間使わない

2. ⼩さいことから
• 例︓コンバージョン率10%増、業務フロー⾒える化と改善案決定
• 1-3ヶ⽉時点で成果出る業務＆その状態の期待値を明確化

3. 既存社員とのチームで、毎週定例会議で、PDCAを愚
直に実⾏
• 既存社員と副業・兼業プロ⼈材を並⾛でノウハウ移転
• 毎週⽔曜⽇10時など⽇時を固定、平⽇⽇中・毎週Web会議の定例会議で顔
合わせるリズム作る

• 先週の⾏動結果をチェックして、今週それぞれやることを合意し、⾏動の
繰り返し

36



成果を出している⼈材の共通パターン

1. ⼩さい成果（スモールウィン）
• ⾯談などでも⼤きなことを提案しない
• 相⼿に起きている⽬の前のことに寄り添い、まず結果を出すこ
とに専念して、信頼を得ることに全⼒注ぐ

2. 経営者より現場
• 現場のメンバーに意識を向けて、現場がやりたいことを実現す
ることを⽬指す

• 専⾨⽤語を使わずに平易な⾔葉での説明をする

3. 頭より⼿⾜を多め
• 会議でアドバイスや提案だけで終わらせない
• ⾃ら宿題を引き取り、⼿⾜を動かして、愚直に実⾏する

37



副業・兼業を通じた関係⼈⼝へのステップ仮説

ステップ１︓企業と⼈材との⼩さい成果（スモールウィン）の創出
ü 「あなた誰︖」から「うちにはないこれができる⼈」へ
ü この段階では、与えられた課題を愚直に実⾏が⼤事
ü これにより、企業の中に⼈材の居場所ができ、忘年会など社内⾏事に⼀応、呼ばれ
るようになる

ステップ２︓現地ローカルな暮らしの体験
ü 企業の社員との地元居酒屋ホッピングや地元の遊び体験、地元イベント参加など
ü 当該企業が地域のどんな資源を元に事業ができているのか、何のためのこの事業か、
地域と事業のつながりを肌で感じる

ステップ3︓「⾃分のやりたい事」と「企業に必要な事」の重なる事を提案・実⾏
ü 「お⾦のために⾔われたことはできる⼈」から「地域のために⾃分の主観も踏まえ
てやりたいことを提案・実⾏できる⼈」へ

ü この段階は、地域への⼈材⾃⾝の主観・主体性が問われ、ここがあって、「中の
⼈」となれる

ü 事業の中の⼀定の役割が任せられ、定期的な業務が⽣まれ、継続的な関係⼈⼝に。
ü この段階を経ると、⼆拠点居住などへの可能性にも繋がる。

38
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JOINS（株）
会社概要

参考資料



40JOINS（株）紹介 40

地⽅中⼩企業が副業・兼業プロ⼈材を直接採⽤できる
Webサービス

主な実績（2021/2/17時点）

• 2018年12⽉Webサービス開始
• 登録⼈材数は約6,000⼈
• 募集企業数は約300社
• 成約件数は約250件
• 企業営業の提携地域パートナー
• プロ⼈材拠点︓35拠点
• 地域⾦融機関︓21機関

• メンバー数︓約35名



会社概要 41

社名 JOINS株式会社
役員 代表取締役︓猪尾愛隆 取締役︓⼭上剛、⼤桃綾⼦
社員数 34名（取締役、業務委託契約メンバーの合計）
創業 2017年6⽉21⽇

主な株主

• 創業者・経営メンバー︓4名
猪尾愛隆、杉浦元、⼭本直⼈、⼭上剛

• VC︓3社
株式会社ドーガン・ベータ、ダブルシャープパートナー
ズ株式会社、HOXIN株式会社

• エンジェル投資家︓6名
松本孝利⽒（元⽇本シスコシステムズ代表）、古⽥秘⾺
⽒（株式会社umari代表）、讃岐邦正⽒（公認会計⼠）

資本⾦ 9,627万円（資本準備⾦含む）

所在地 東京都千代⽥区霞が関⼀丁⽬4番1号
⽇⼟地ビル2F SENQ霞ヶ関

登録 有料職業紹介免許 許可番号13-ユ-309017



42ミッション 42

働くことをもっとしなやかにし
好きな⼟地で暮らす豊かな⼈を増やす

その⼟地の⾃然や⽂化、⼈と⾃分のつながりを感じられる暮らしは豊かだと思う。

今地⽅に住んでいる⼈が次の世代もその好きな⼟地で暮らし続けられるように。
今⼤都市に住んでいる⼈も新たな⼟地とつながり豊かな暮らしが⽣まれるように。

JOINSは、場所・時間・所属の制約から解き放たれた
個⼈と組織におけるしなやかな働き⽅の実現を加速させます。



JOINSが⼤切にしていること 43

• 当社は2017年6⽉からの創
業以来、オフィスは持たず
に、全員フルリモートワー
ク、全員副業・兼業メンバ
ーで業務

• 10名はJOINSのWebサービ
スで採⽤した登録⼈材

• 代表⾃⾝も、⻑野県⽩⾺村
の企業に2018年3⽉より週
5時間程度、リモートワーク
と⽉数⽇の訪問の兼業を継
続

JOINSメンバー（⾸都圏以外は、宮城/⻑野/京都/福岡/シンガポール/エストニ
アなど、年齢も20代から60代まで）

猪尾のもう1つの勤務地（⽩⾺村）

Ø ⾃分たちが「しなやかな働き⽅」をまずは実践すること



代表者紹介 44

Ø 代表
• 猪尾愛隆（いのおよしたか）
• 43歳、東京出⾝、家族は妻・娘・⽝
• 好きなことはｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ、ｻｰﾌｨﾝ、ｻｯｶｰ、ｻｳﾅ、ｺｰﾋｰ、餃⼦
• 慶應義塾⼤学→（株）博報堂→ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ
• 2017年6⽉ JOINS（株）創業

Ø 創業の動機
• 前職、地⽅中⼩企業向けクラウドファンディング事業をゼロから⽴ち上げ12年
間運営し、その間に約300件の資⾦調達案件を担当。「地域に連綿と受け継が
れてきた⾃然・⽂化・技術などを次の世代につなぐための事業」を⽀援・参画
することを⾃分のエネルギー・時間を注ぎたい。

• 地⽅には魅⼒的な経営者がいる。しかし、経営者のやりたいことが実現できて
いないことがたくさんある。すごく勿体無い。これらの企業に必要なモノの順
番が「お⾦」→「⼈」から「⼈」→「お⾦」に変わった。「⼈」を⼤都市から
地⽅に流動化したい。



45

JOINSサービス紹介

参考資料



46サービス利⽤料⾦ 46

Ø ⽉額⼀⼈4万円、最⼤12ヶ⽉までの⼿数料上限あり



４つのサポート内容 47

Ø やること明確化・選びやすく・不安を減らし、成果を
出しやすくするための、貴社担当スタッフが対応



サポート①やること明確化をサポート
Ø 募集画⾯に掲載する⽂⾔を当社スタッフが⽂章化

• 成果を出すためには企業側の主体性が鍵のため、必ず下書きは企業
側が実施

48

募集画⾯ ⼈材が記⼊する応募画⾯



サポート②⼈材を選びやすく 49

問題︓web会議での初対⾯の⾯談が慣れず、⼤事なことを話し
たり伝えにくい。

対策︓以下の質問回答してお互い共有してから⾯談に。

⼀次⾯談前︓
好きなこと10個
⾃分が120％頑張ってしまうこと
周りにされるとやる気が削がれること
⾃分が最近与えられたと感じたこと
最近、考えを変えたり、認識を変えたこと

⼆次⾯談前︓
プライベートと仕事、それぞれで苦⼿なこと
これまでの⼈⽣で⾃分に⼤きな影響を与えたこと
と内⾯で起きたこと



50サポート③初めての契約の不安を減らす 50

� 企業と⼈材が適度な緊張感、相互のリスクを最⼩化する
ための契約内容を当社が提供
• 契約⼿続きはクラウドサインを活⽤し、当社が代⾏して、契約
締結までを実⾏。オンラインで完結。



51サポート④成果を出しやすく

キックオフ会議

51

業務開始3ヶ⽉時点で以下の質問を
企業担当者・⼈材の双⽅が回答・
共有した上で契約更新を決定

• これまでの相⼿との仕事を思い出し
て、嬉しかったことは何ですか︖

• 今後さらにいい仕事をするために、
相⼿に遠慮していること、気になっ
ていること、改善したいことは何で
すか。

• 上記2のことが気になる背景にある、
あなたが⼤切にしていることは何で
すか。

• 契約更新を希望しますか︖希望する
場合の条件（時給・稼働時間）は何
ですか︖

業務開始時に以下を決定する
会議を実施。要望に応じて当
社担当者も会議に参加。

• ⽬指す成果物
• 実⾏⼿順
• 定例会議⽇時
• 業務登場⼈物
• 連絡⽅法
• ⼈材の稼働時間・業務内容の
報告頻度と⽅法

相互フィードバック


